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                    －１－                     



                                            

   １．概論                                

                                            

                                            

    １－１ 適 用                                 

                                            

     本説明書はワイヤレススイッチ〔ＨＥＲＣＯＭ１１ＳＷ テレメータ・テレコン   

     トロールタイプ〕に適用します。                        

                                            

    １－２ 概 要                                 

     本機は、各機器から出力されるスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を伝送するユニット   

     です。                                    

                                            

     本機を２台使用することにより１６点のスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を送信又は   

     受信することができます。（但し１台で送受信する機能はありません）       

     又、オプションの増設用ユニット〔ＨＳＷ－０１〕を２台まで、接続することが   

     でき、ＭＡＸ４８点までのスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を送信又は受信すること   

     ができます。                                 

     電波による伝送方式のためケーブルが不要となり遠隔での信号の入出力を可能に   

     します。                                   

     特定小電力無線局を使用しているため、ノイズに強く遠距離通信ができます。    

     （見通し距離：約１００～３００ｍ）                      

     データを１ヶ所で集中して把握することもでき生産の合理化に大きな効果をもた   

     らします。                                  

                                            

    １－３構成                                 

     本機は１６点のスイッチの入力又は出力用端子、内部処理及び通信処理を行う８   

     ビットＣＰＵユニット、特定小電力無線ユニット（テレメータ・テレコントロー   

     ルタイプ）を１つのケースに納めたコンパクトな構成となっています。       

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

 

 

 

 

                    －２－                     



    １－４ 特 長                                 

     （１）スイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を１６点まで伝送できます。          

     （２）オプションの増設用ユニット〔ＨＳＷ－０１〕を接続することにより、最   

        大４８点まで伝送できます。                       

     （３）本機は、送信専用・受信専用タイプで連続通信ができます。         

     （４）スイッチデータの状態は表示灯が付いているためモニタできます。      

     （５）本機の無線ユニット部には、チャネルセット用回転式ディップスイッチが   

        付いているため、混信時には切り換えることができます。（４０チャネル）  

     （６）本機を２台使用することによりスイッチデータの送信又は受信が可能です。  

                              （システム構成図 ａ）   

     （７）１セットのホストで、最大４０台まで本機のデータ収集及びセットが可能   

        です。（システム構成図 ｂ）                      

        但し（７）においては本機の仕様変更及び弊社のＨＥＲＣＯＭ ＴＥＬＥ   

        ＭＡＴＥ並びにデータ処理用ホストコンピュータが必要です。        

        詳細については、弊社営業部までお問い合わせ下さい。           

                                            

                                            

                                            

 

    １－５ システム構成図                             

     （ａ）１対１で使用する場合                          

                                            

                                           

                                    

            

                                            

 

 

                    

                    －３－                     

  

   

１１ＳＷ １１ＳＷ 
工作機 シーケンサ 

１１ＳＷ １１ＳＷ １１ＳＷ 

ＴＥＬＥＭＡＴＥ 

（ｂ）複数使用してデータを 

   収集する場合                    

コンピュータ 



 

   ２．規格                      

           

 

         端子    赤色ＬＥＤ×１６                     

          モニター    入力又は出力が有効時に点灯             

      表                                     

         送 ＰＷ  電源がＯＮの時に点灯                   

      示  受                    

         信 ＴＸ  送信データモニター 赤色ＬＥＤ              

      部  表          送信データにより点滅              

         示                                  

         Ｌ ＣＤ  受信中モニター  受信時に点灯              

         Ｅ                 

         Ｄ               

      入                             

      出        入力：無電圧接点 （入力専用機）             

      力  入出力端子 出力：オープンコレクタ （出力専用機）          

      部          最大耐圧ＤＣ３５Ｖ 最大定格電流５０ｍＡ      

                                           

         使用周波数 ４２９．２５～４２９．７３７５ＭＨｚ(12.5KHzｽﾃｯﾌﾟ)    

      送                                    

      受  変調方式  ２値ＦＳＫ                        

      信  デ ー タ ＲＳ－２３２Ｃ準拠  ボーレート４８００ボー       

      部  通信方式             ８ｂｉｔノーパリティー       

                          ２ストップビット          

      空中線電力    １０ｍＷ以下                      

      通信距離     見通し距離：約１００～３００ｍ     

      電 源      ＡＣ１００Ｖ 約１０Ｗ                  

      寸 法      別項寸法図参照                      

      重 量      約１．２Ｋｇ                       

      使用温度     ０℃～５０℃                       

                                            

                                            

                                            

 

 

 

 

                    －４－                     



   ３．各部の名称                            

 

 

                                            

   

                                            

 電源コード      ：ＡＣ１００Ｖ         ＰＷ：電源モニターＬＥＤ    

 パワースイッチ    ：電源投入用スイッチ      ＴＸ：送信データモニターＬＥＤ 

 入出力端子      ：入力又は、出力用端子     ＣＤ：受信中モニターＬＥＤ    

 入出力切換モニター  ：切換スイッチのモニター        

 入出力切換スイッチ  ：送信専用機の場合はＩＮ・受信                  

             専用機の場合はＯＵＴに設定                   

 回転式ディップスイッチ：チャネルを設定するスイッチ 

 端子モニター     ：端子状態のモニターＬＥＤ            

 ３２Ｐ増設用コネクタ ：オプション用                         

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                    －５－                     

パワースイッチ 電源コード 

入出力端子 

端子モニター 

入出力切換スイッチ 

３２Ｐ増設用コネク

ＣＤ ＰＷ ＴＸ 

設定済 

設定済 

アンテナ 

回転式ディップスイッ

チ 



   ４．入出力端子台                          

                                            

                                       

                    外部配線例                       

    端子 No   信   号      （入力専用機の場合）           

                                            

    １(9)  スイッチ入出力端子                           

    ２(10)     〃                               

    ３(11)     〃                               

    ４(12)     〃                               

    ５(13)     〃                               

    ６(14)     〃                               

    ７(15)     〃                                    

    ８(16)     〃                                    

    ＣＯＭ 信号ＧＮＤ(他の GNDと共通)                          

                                           

                                       

                    外部配線例                       

    端子 No   信   号      （出力専用機の場合）           

                                            

    １(9)  スイッチ入出力端子                           

    ２(10)     〃                               

    ３(11)     〃                               

    ４(12)     〃                               

    ５(13)     〃                               

    ６(14)     〃                               

    ７(15)     〃                       相手側電源           

    ８(16)     〃                           ＋        

    ＣＯＭ 信号ＧＮＤ(他の GNDと共通)                 －        

                               (5V～MAX35V)       

                                            

    注）ランプ等を直接駆動した場合は、ＯＮ用のラッシュカレントとして通常の     

      約１０倍の電流が流れますので注意が必要です。（場合によっては本機内     

      蔵のドライブ回路が破損する恐れがあります）                 

      端子１ヶ当たりの電流はＭＡＸ５０ｍＡですのでドライブ回路を設けない     

      とランプの種類によっては点灯しない場合もあります。             

                                            

 

                                            

                    －６－                     



   ５．入出力回路                            

                                            

      ●入力回路                                 

                                            

                   ４７０         ２２Ｋ       

            端子台                              

            1～8                        ＣＰＵ    

             9～16                             

                                          

      制御盤            フォトカプラ                 

             COM                             

                                            

 

 

 

                                            

      ●出力回路                                 

                  ８回路入Ｔｒアレイ                 

            端子台        TD62083                   

            1～8                   ２２Ｋ        

            9～16                            

      制御盤                             ＣＰＵ   

                                            

            COM                              

                                            

       入出力切り換えＳＷにより、端子番号１～８（８点）及び９～１６（８点）を  

       それぞれ入力・出力側に設定できます。                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    －７－                     



  ６．動作タイミング                         

                

       入力専用機                出力専用機        

                                            

                                            

                                            

                                            

     入力専用機     100msec以上                         

     (ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ入力)                                    

             50m～100msec                           

                  の遅れ                       

     出力専用機                                 

     (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力)                                

                                            

    ●入力専用機は１００ｍｓｅｃ以上、続けて接点をＯＮする必要があります。     

                                            

    ●出力専用機は、無線状態の良い時、受信してから出力するまでに５０ｍ       

     ｓｅｃ～１５０ｍｓｅｃ程度の時間遅れが生じます。               

                                            

    ●また、無線状態が急に悪くなったり、入力専用機の電源がＯＦＦになった時     

     には約１５０ｍｓｅｃ後、出力がＯＦＦします。                 

                                            

     従って、無線状態が悪い時には出力がＯＮになったりＯＦＦになったりしま     

     すのでご注意願います。                            

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

                   －８－                        



   ７．寸法図                                

 

 

 

 

                     

                                            

                                            

                                            

                                            

                    －９－                     



   ８．通信周波数の設定                      

                                            

                                            

     設定したいチャネル番号を回転式ディップスイッチによりセットして電源を     

     入れると、そのディップスイッチが示す数値のチャネルに設定されます。      

     電源が“ＯＮ”の間も、設定変更は可能です。                  

                                            

                                            

                        

                        チャネル  １の桁用          

                        チャネル １０の桁用          

                                            

     １チャネル～４０チャネルの間で設定して下さい。                

                                            

                                            

      １チャネル～４０チャネル以外を設定すると１チャネルが強制的に設定     

      されます。                                 

                                            

                                            

        例  ５チャネルに設定します。                    

                                            

                                            

                        ５                   

                                            

                  ０                         

                                        

 

      図のようにスイッチを合わせます。                 

                                            

                   －１０－                     



   ９．設置方法                              

                                            

                                            

     本機の設置はまずデータの発生場所近くで双方の機器のアンテナがなるべく     

     見通せる位置を選んで下さい。                         

     設置場所が決まりましたら、取り付ける前に電波のテストを行います。       

 

                                            

     ◎本機を１対１で使用される場合、設置場所において双方の機器の電源ＡＣ     

      １００Ｖを接続して電源をＯＮにして下さい。                 

      送信側のＴＸランプ（赤）が点灯することを確認して下さい。          

      又、受信側のＣＤランプ（緑）も点灯することを確認して下さい。        

                                            

     ◎本機を端末として使用される場合、ホスト側のＨＥＲＣＯＭ ＴＥＬＥＭ     

      ＡＴＥの電源を入れて下さい。（ホストコンピュータが接続されている場     

      合にはＲＳ－２３２Ｃケーブルをはずして下さい）ＣＤが点灯しない時や     

      不安定な時には電波が届いていないことが考えられますので、ＣＤが安定     

      して点灯する場所を選んで下さい。                      

                                            

     ◎取り付け場所は熱、振動、ほこり等の少ない場所を選んで下さい。        

                                            

     ◎電源は変動の無いＡＣ１００Ｖより供給して下さい。              

                                            

     ◎入力はＤＣ５Ｖ １０ｍＡを安定してＯＮ・ＯＦＦできる無電圧接点から     

      取って下さい。                               

                                            

     ◎出力はオープンコレクタ出力となっていますので、そのままでは出力が現     

      れません。他の機器から電源を供給して下さい。その場合は他の機器から     

      のＧＮＤと本機のＣＯＭ端子を接続して下さい。                

                                            

     ◎アンテナを金属物に近づけると通信距離が短くなる可能性があります。      

                                            

                                            

                                            

 

                                            

                                            

                                            

                                            

                   －１１－                     



   １０．使用方法                            

                                            

                                            

     本機を１対１で使用するか又は、本機とホスト側のＨＥＲＣＯＭ ＴＥＬＥ     

     ＭＡＴＥで使用するかによって使用方法が変わります。              

                                            

１０－１ 本機を１対１で使用する場合                       

                                            

                                            

                                 

 

                                            

    （１）本機の電源を入れる前に、どちらが送信専用でどちらが受信専用かを      

       確認して下さい。又、通信周波数の設定が同じチャネルに合っている      

       か確認して下さい。合っていない場合は、回転式ディップスイッチに      

       て設定して下さい。                            

                                            

    （２）電源を入れた時、送信専用機のＰＷランプとＴＸランプが点灯するこ      

       とを確認して下さい。又、受信専用機はＰＷランプが点灯することを      

       確認して下さい。                             

       送信専用機の電源が入った状態で、電波が受信機まで到達していれば      

       受信側のＣＤランプ（緑）が点灯します。                  

                                            

    （３）送信側のＴＸランプが点灯している状態で、受信側のＣＤランプが安      

       定して点灯する場所を選んで設置して下さい。                

                                            

    （４）送信側のＴＸランプが点灯しない場合は、キャリアセンス機能が働い      

       ていることが考えられますので、周波数を変更して下さい。          

                                            

  １０－２ 本機とＨＥＲＣＯＭ ＴＥＬＥＭＡＴＥで使用する場合は、弊社営業      

       部までお問い合わせ下さい。                        

                                            

                                            

                                            

                                            

                  －１２－                      

スイッチデータ入力 スイッチデータ出力 

送信専用機 受信専用機 



１１．注意事項 
 
☆ 同一エリア内で複数台が同時に送信を行う場合                     

   狭いエリア内で複数の送信機を立ち上げる場合、チャンネルの設定には注 

   意が必要です。 

   キャリアセンス機能により、同一周波数の電波が出ている場合には後から立ち 

   上げた送信機は送信できません。 

 ◎設定するチャンネルは、隣接チャンネルを避け、チャンネル間隔を均等にしない 

  で下さい。 

       （１．３．５や、１０．２０．３０と設定しない） 

       （設定例 １．１４．１７．１９．３１） 

 ◎送信を行う本機どうしは、可能な限り離して設置して下さい。 

 ◎送信機で設定されているチャンネルと異なるチヤンネルを受信する受信機を隣接 

  して設置する場合、最低５０ｃｍ以上の間隔をとって設置して下さい。 

 ◎送信していないチャンネルを受信してＣＤランプ点灯する場合は、送信を行って 

  いる機器間を可能な限り離して設置するか、チャンネルを変更して下さい。 

  ノイズ発生源と思われるものからは極力離して下さい。 

 

☆ 制御盤等に組み込む場合 

   本無線送信機は、技術基準に適合した特定小電力無線局であり法律によりアン 

   テナは取り外しができません。 

 ◎ 制御盤等に組み込む場合は、アンテナの根本が制御盤より外に出るように取付 

   て下さい。 

 

＊ 危険を伴う作業でのご使用においては、弊社は責任を負い兼ねますので、 

   ご注意下さい。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  －１３－                      


